
(57)【要約】

【課題】材料を節約できるとともに、生産工数が少なく

、生産性の高い端子およびその製造方法を提供すること

にある。

【解決手段】一対の成形ダイス２０，２０の突き合わせ

面と断面方形の線状導電材１１の側面とを平行に配置す

る。そして、前記突き合わせ面にそれぞれ設けた第１プ

レス面２１で前記線状導電材１１の稜線１２上に切断用

凹部１３を形成する。これと同時に、前記第１プレス面

２１の上辺縁部に沿って設けた第２プレス面２２で、前

記切断用凹部１３に連続する環状テーパ面１４を形成す

る。ついで、前記切断用凹部１３を切断して単位長さの

コイル端子１０を切り出す。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 断 面 方 形 の 線 状 導 電 材 の 稜 線 端 部 に 、 テ ー パ 面 を そ れ ぞ れ 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 端
子 。
【 請 求 項 ２ 】
　 テ ー パ 面 が 環 状 に 連 続 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 端 子 。
【 請 求 項 ３ 】
　 先 端 面 に 柱 状 突 部 を 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 端 子 。
【 請 求 項 ４ 】
　 一 対 の 成 形 ダ イ ス の 突 き 合 わ せ 面 と 断 面 方 形 の 線 状 導 電 材 の 側 面 と を 平 行 に 配 置 し 、 前
記 突 き 合 わ せ 面 に 設 け た 第 １ プ レ ス 面 で 前 記 線 状 導 電 材 の 稜 線 上 に 切 断 用 凹 部 を 形 成 す る
と と も に 、 前 記 第 １ プ レ ス 面 の 少 な く と も 片 側 縁 部 を 切 削 し て 形 成 し た 第 ２ プ レ ス 面 で 、
前 記 切 断 用 凹 部 に 連 続 す る テ ー パ 面 を 形 成 し た 後 、 前 記 切 断 用 凹 部 を 切 断 し て 単 位 長 さ の
端 子 を 切 り 出 す こ と を 特 徴 と す る 端 子 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 一 対 の 成 形 ダ イ ス の 突 き 合 わ せ 面 と 断 面 方 形 の 線 状 導 電 材 の 側 面 と を 平 行 に 配 置 し 、 前
記 突 き 合 わ せ 面 に そ れ ぞ れ 設 け た 半 円 形 の 第 １ プ レ ス 面 で 前 記 線 状 導 電 材 の 稜 線 上 に 環 状
の 切 断 用 凹 部 を 形 成 す る と と も に 、 前 記 第 １ プ レ ス 面 の 少 な く と も 片 側 縁 部 に 沿 っ て 設 け
た 第 ２ プ レ ス 面 で 、 前 記 切 断 用 凹 部 に 連 続 す る 環 状 の テ ー パ 面 を 形 成 し た 後 、 前 記 切 断 用
凹 部 を 切 断 し て 単 位 長 さ の 端 子 を 切 り 出 す こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 端 子 の 製 造
方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 単 位 長 さ ２ 本 分 の 長 さ を 有 す る 断 面 方 形 の 線 状 導 電 材 の 中 央 部 分 に 一 対 の 成 形 ダ イ ス を
突 き 合 わ せ て 切 断 用 凹 部 を 形 成 す る と と も に 、 前 記 切 断 用 凹 部 に 連 続 す る テ ー パ 面 を 形 成
し た 後 、 前 記 切 断 用 凹 部 を 切 断 し て 単 位 長 さ の 端 子 を 切 り 出 す こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４
ま た は ５ に 記 載 の 端 子 の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 端 子 、 特 に 、 断 面 方 形 の 線 状 導 電 材 か ら 切 り 出 さ れ る 通 電 用 端 子 お よ び そ の 製
造 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 端 子 と し て は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 断 面 方 形 の ピ ン コ ン タ ク ト １ を 、 例 え ば 、 ベ
ー ス ４ 等 の 端 子 孔 ５ に 圧 入 し て 抜 け 止 め す る も の が あ る 。 こ の よ う な ピ ン コ ン タ ク ト １ は
、 圧 入 す る 際 に ピ ン コ ン タ ク ト １ が 端 子 孔 ５ の 内 周 面 を 削 り 取 ら な い よ う に 稜 線 ２ ， ２ 間
に テ ー パ 面 ３ を 形 成 し て あ る 。 そ し て 、 前 記 ピ ン コ ン タ ク ト １ を 形 成 す る た め 、 図 １ Ｄ に
示 す よ う に 、 成 形 ダ イ ス ７ ａ ， ７ ｂ と 、 成 形 ダ イ ス ８ ａ ， ８ ｂ と を 交 互 に 突 き 合 わ せ る こ
と に よ り 、 ピ ン コ ン タ ク ト 素 線 ６ か ら ピ ン コ ン タ ク ト １ を 切 り 出 す ピ ン コ ン タ ク ト 加 工 処
理 装 置 が あ る （ 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 許 第 ２ ５ ７ ９ ５ ３ ８ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 前 記 ピ ン コ ン タ ク ト 加 工 処 理 装 置 で ピ ン コ ン タ ク ト 素 線 ６ か ら 単 位 長 さ
の ピ ン コ ン タ ク ト １ を 切 り 出 す 場 合 に は 、 成 形 ダ イ ス ７ ａ ， ７ ｂ と 、 成 形 ダ イ ス ８ ａ ， ８
ｂ と を 交 互 に 突 き 合 わ せ る こ と に よ り 、 ピ ン コ ン タ ク ト 素 線 ６ の 稜 線 ２ ， ２ 間 に 四 角 錐 を
形 成 す る テ ー パ 面 を 設 け た 後 、 切 断 す る 必 要 が あ る 。 こ の た め 、 前 記 ピ ン コ ン タ ク ト １ は
、 コ イ ル を 絡 げ る こ と が で き る 有 効 巻 き 付 け 領 域 が 狭 い の で 、 前 記 ピ ン コ ン タ ク ト １ の 全
長 を 余 分 に 長 く す る 必 要 が あ り 、 材 料 に 無 駄 が 生 じ る 。
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　 ま た 、 ピ ン コ ン タ ク ト 素 線 ６ か ら 単 位 長 さ の ピ ン コ ン タ ク ト １ を 切 り 出 す 場 合 に は 、 少
な く と も ３ 工 程 が 必 要 で あ り 、 生 産 工 数 が 多 く 、 生 産 性 が 低 い と い う 問 題 点 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 、 前 記 問 題 点 に 鑑 み 、 材 料 を 節 約 で き る と と も に 、 生 産 工 数 が 少 な く 、 生 産 性
の 高 い 端 子 お よ び そ の 製 造 方 法 を 提 供 す る こ と を 課 題 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 に か か る 端 子 は 、 前 記 課 題 を 解 決 す べ く 、 断 面 方 形 の 線 状 導 電 材 の 稜 線 端 部 に 、
テ ー パ 面 を そ れ ぞ れ 形 成 し た 構 成 と し て あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 断 面 方 形 の 線 状 導 電 材 の 稜 線 端 部 に テ ー パ 面 を そ れ ぞ れ 形 成 す る だ け
で 、 端 子 孔 の 内 周 面 を 削 り 取 る こ と が な い と と も に 、 例 え ば 、 コ イ ル を 絡 げ る 場 合 に 有 効
巻 き 付 け 領 域 が 広 く 、 端 子 を 必 要 最 小 長 さ で 形 成 で き る の で 、 材 料 を 節 約 で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 に か か る 実 施 形 態 と し て は 、 テ ー パ 面 が 環 状 に 連 続 す る よ う に 形 成 し て も よ い 。
　 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 環 状 の テ ー パ 面 で 端 子 孔 を 押 し 広 げ る の で 、 圧 入 作 業 が よ り 一 層
ス ム ー ズ な 端 子 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に か か る 他 の 実 施 形 態 と し て は 、 先 端 面 に 柱 状 突 部 を 形 成 し て お い て も よ い 。
　 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 端 子 孔 に 端 子 の 柱 状 突 部 を 挿 入 し て 位 置 決 め で き る の で 、 圧 入 作
業 が 容 易 に な る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に か か る 端 子 の 製 造 方 法 は 、 一 対 の 成 形 ダ イ ス の 突 き 合 わ せ 面 と 断 面 方 形 の 線 状
導 電 材 の 側 面 と を 平 行 に 配 置 し 、 前 記 突 き 合 わ せ 面 に 設 け た 第 １ プ レ ス 面 で 前 記 線 状 導 電
材 の 稜 線 上 に 切 断 用 凹 部 を 形 成 す る と と も に 、 前 記 第 １ プ レ ス 面 の 少 な く と も 片 側 縁 部 を
切 削 し て 形 成 し た 第 ２ プ レ ス 面 で 、 前 記 切 断 用 凹 部 に 連 続 す る テ ー パ 面 を 形 成 し た 後 、 前
記 切 断 用 凹 部 を 切 断 し て 単 位 長 さ の 端 子 を 切 り 出 す 工 程 か ら な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 一 対 の 成 形 ダ イ ス に よ る 作 業 と 切 断 作 業 と の ２ 工 程 で 端 子 を 切 り 出 し
で き 、 生 産 性 の 高 い 端 子 の 製 造 方 法 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 に か か る 実 施 形 態 と し て は 、 一 対 の 成 形 ダ イ ス の 突 き 合 わ せ 面 と 断 面 方 形 の 線 状
導 電 材 の 側 面 と を 平 行 に 配 置 し 、 前 記 突 き 合 わ せ 面 に そ れ ぞ れ 設 け た 半 円 形 の 第 １ プ レ ス
面 で 前 記 線 状 導 電 材 の 稜 線 上 に 環 状 の 切 断 用 凹 部 を 形 成 す る と と も に 、 前 記 第 １ プ レ ス 面
の 少 な く と も 片 側 縁 部 に 沿 っ て 設 け た 第 ２ プ レ ス 面 で 、 前 記 切 断 用 凹 部 に 連 続 す る 環 状 の
テ ー パ 面 を 形 成 し た 後 、 前 記 切 断 用 凹 部 を 切 断 し て 単 位 長 さ の 端 子 を 切 り 出 す 工 程 で あ っ
て も よ い 。
　 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 環 状 の テ ー パ 面 を 有 す る 端 子 が 得 ら れ 、 圧 入 作 業 が よ り 一 層 容 易
に な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に か か る 他 の 実 施 形 態 と し て は 、 単 位 長 さ ２ 本 分 の 長 さ を 有 す る 断 面 方 形 の 線 状
導 電 材 の 中 央 部 分 に 一 対 の 成 形 ダ イ ス を 突 き 合 わ せ て 切 断 用 凹 部 を 形 成 す る と と も に 、 前
記 切 断 用 凹 部 に 連 続 す る テ ー パ 面 を 形 成 し た 後 、 前 記 切 断 用 凹 部 を 切 断 し て 単 位 長 さ の 端
子 を 切 り 出 す よ う に し て も よ い 。
　 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 ２ 本 の 端 子 を 同 時 に 得 ら れ る の で 、 生 産 の 高 い 端 子 の 製 造 方 法 が
得 ら れ る と い う 効 果 が あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 に か か る 実 施 形 態 を 図 １ な い し 図 ４ の 添 付 図 面 に 従 っ て 説 明 す る 。
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　 第 １ 実 施 形 態 は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 断 面 方 形 の 線 状 導 電 材 １ １ の 所 定 の 位 置 に 一 対 の
成 形 ダ イ ス ２ ０ ， ２ ０ を 突 き 合 わ せ る こ と に よ り 、 稜 線 １ ２ 毎 に テ ー パ 面 １ ４ を 不 連 続 に
設 け た コ イ ル 端 子 １ ０ を 切 り 出 す 場 合 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 前 記 線 状 導 電 材 １ １ は 断 面 正 方 形 に 限 ら ず 、 断 面 長 方 形 で あ っ て も よ く 、 ま た 、 前 記 線
状 導 電 材 は ド ラ ム に 巻 き 取 ら れ た コ イ ル 材 、 あ る い は 、 単 位 長 さ ２ 本 分 の 長 さ を 有 す る 棒
材 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 前 記 成 形 ダ イ ス ２ ０ は 、 突 き 合 わ せ 面 を Ｖ 字 状 に カ ッ ト す る こ と に よ り 、 切 断 用 凹 部 １
３ を 形 成 す る 第 １ プ レ ス 面 ２ １ を 設 け て あ る と と も に 、 前 記 第 １ プ レ ス 面 ２ １ の 上 辺 縁 部
を カ ッ ト す る こ と に よ り 、 前 記 コ イ ル 端 子 １ の テ ー パ 面 １ ４ を 形 成 す る 第 ２ プ レ ス 面 ２ ２
を 設 け て あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 そ し て 、 前 記 成 形 ダ イ ス ２ ０ の 突 き 合 わ せ 面 と 前 記 線 状 導 電 材 １ １ の 側 面 と を 平 行 に 配
置 し 、 前 記 成 形 ダ イ ス ２ ０ ， ２ ０ を 突 き 合 わ せ る こ と に よ り 、 切 断 用 凹 部 １ ３ を 形 成 す る
と と も に 、 稜 線 １ ２ 上 に 前 記 切 断 用 凹 部 １ ３ に 連 続 す る テ ー パ 面 １ ４ を そ れ ぞ れ 形 成 す る
。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 つ い で 、 前 記 切 断 用 凹 部 １ ３ を 切 断 す る こ と に よ り 、 図 １ Ｂ に 示 す よ う な コ イ ル 端 子 １
０ が 得 ら れ る 。 前 記 コ イ ル 端 子 １ ０ の 先 端 面 １ ５ は 略 正 ６ 角 形 状 を 有 し て お り 、 そ の 最 大
径 は 圧 入 す る 端 子 孔 の 直 径 よ り も 小 さ い の で 、 圧 入 す る 際 に 端 子 孔 の 内 周 面 を 削 り 取 る お
そ れ は な い 。
　 ま た 、 切 断 用 凹 部 １ ３ を 設 け て あ る の で 、 切 断 位 置 が 少 し ず れ た と し て も 、 コ イ ル 端 子
１ ０ の 先 端 面 １ ５ の 形 状 が 大 き く 変 化 す る こ と が な く 、 圧 入 作 業 に 悪 影 響 が な い と い う 利
点 が あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 第 ２ 実 施 形 態 は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 先 端 面 に 柱 状 突 部 １ ６ を 備 え た コ イ ル 端 子 １ ０ で
あ る 。 前 記 コ イ ル 端 子 １ ０ を 切 り 出 す た め の 成 形 ダ イ ス ２ ０ ， ２ ０ は 、 第 １ 実 施 形 態 と 同
様 、 そ の 突 き 合 わ せ 面 を Ｖ 字 状 に カ ッ ト す る こ と に よ り 、 切 断 用 凹 部 １ ３ を 形 成 す る 第 １
プ レ ス 面 ２ １ を 設 け て あ る 。 ま た 、 前 記 第 １ プ レ ス 面 ２ １ の 上 辺 縁 部 お よ び 下 辺 縁 部 を そ
れ ぞ れ カ ッ ト す る こ と に よ り 、 前 記 コ イ ル 端 子 １ ０ の 稜 線 １ ２ 上 に 前 記 切 断 用 凹 部 １ ３ に
連 続 す る テ ー パ 面 １ ４ を 形 成 す る 第 ２ プ レ ス 面 ２ ２ を 設 け て あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 そ し て 、 前 記 成 形 ダ イ ス ２ ０ ， ２ ０ の 突 き 合 わ せ 面 と 前 記 線 状 導 電 材 の 側 面 と を 平 行 に
配 置 し 、 前 記 成 形 ダ イ ス ２ ０ ， ２ ０ を 突 き 合 わ せ る こ と に よ り 、 切 断 用 凹 部 １ ３ を 形 成 す
る と と も に 、 稜 線 １ ２ 上 に 前 記 切 断 用 凹 部 １ ３ に 連 続 す る テ ー パ 面 １ ４ を そ れ ぞ れ 形 成 す
る 。 つ い で 、 前 記 切 断 用 凹 部 １ ３ を 切 断 す る こ と に よ り 、 図 ２ Ｂ に 示 す よ う な コ イ ル 端 子
１ ０ が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 前 記 コ イ ル 端 子 １ ０ の 先 端 部 に 形 成 さ れ た 柱 状 突 部 １ ６ が 端 子 孔 に 圧 入 す る 際 の 位 置 決
め を 容 易 に す る の で 、 組 立 性 が 高 い と い う 利 点 が あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 第 ３ 実 施 形 態 は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 連 続 す る 環 状 の テ ー パ 面 １ ４ を 有 す る コ イ ル 端 子
１ ０ を 形 成 す る 場 合 で あ る 。 前 記 コ イ ル 端 子 １ ０ を 切 り 出 す た め の 成 形 ダ イ ス ２ ０ ， ２ ０
は 、 そ の 突 き 合 わ せ 面 を 半 円 形 状 に カ ッ ト す る こ と に よ り 、 切 断 用 凹 部 １ ３ を 形 成 す る 第
１ プ レ ス 面 ２ １ を 設 け て あ る 。 ま た 、 前 記 第 １ プ レ ス 面 ２ １ の 上 辺 縁 部 を カ ッ ト す る こ と
に よ り 、 前 記 切 断 用 凹 部 １ ３ に 連 続 す る 環 状 テ ー パ 面 １ ４ を 形 成 す る 第 ２ プ レ ス 面 ２ ２ を
設 け て あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 そ し て 、 前 記 成 形 ダ イ ス ２ ０ ， ２ ０ の 突 き 合 わ せ 面 と 前 記 線 状 導 電 材 １ １ の 側 面 と を 平
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行 に 配 置 し 、 前 記 成 形 ダ イ ス ２ ０ ， ２ ０ を 突 き 合 わ せ て 切 断 用 凹 部 １ ３ を 形 成 す る と と も
に 、 前 記 切 断 用 凹 部 １ ３ に 連 続 す る 環 状 の テ ー パ 面 １ ４ を 形 成 す る 。 つ い で 、 前 記 切 断 用
凹 部 １ ３ を 切 断 す る こ と に よ り 、 図 ３ Ｂ に 示 す よ う な コ イ ル 端 子 １ ０ が 得 ら れ る 。 前 記 コ
イ ル 端 子 １ ０ の 先 端 面 １ ５ は 円 形 で あ り 、 圧 入 す る 端 子 孔 の 直 径 よ り も 小 さ い の で 、 端 子
孔 の 内 周 面 を 削 り 取 る お そ れ は な い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 第 ４ 実 施 形 態 は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 先 端 部 に 円 柱 状 突 部 １ ６ を 備 え た コ イ ル 端 子 １ ０
を 形 成 す る 場 合 で あ る 。 前 記 コ イ ル 端 子 １ ０ を 切 り 出 す た め の 成 形 ダ イ ス ２ ０ は 、 そ の 突
き 合 わ せ 面 を 半 円 形 状 に カ ッ ト す る こ と に よ り 、 切 断 用 凹 部 １ ３ を 形 成 す る 第 １ プ レ ス 面
２ １ を 設 け て あ る 。 ま た 、 前 記 第 １ プ レ ス 面 ２ １ の 上 辺 縁 部 お よ び 下 辺 縁 部 を そ れ ぞ れ カ
ッ ト し 、 前 記 切 断 用 凹 部 １ ３ に 連 続 す る 環 状 テ ー パ 面 １ ４ を 形 成 す る 第 ２ プ レ ス 面 ２ ２ ，
２ ２ を 設 け て あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 そ し て 、 前 記 成 形 ダ イ ス ２ ０ ， ２ ０ の 突 き 合 わ せ 面 と 前 記 線 状 導 電 材 １ １ の 側 面 と を 平
行 に 配 置 し 、 前 記 成 形 ダ イ ス ２ ０ ， ２ ０ を 突 き 合 わ せ て 切 断 用 凹 部 １ ３ を 形 成 す る と と も
に 、 前 記 切 断 用 凹 部 １ ３ に 連 続 す る 環 状 テ ー パ 面 １ ４ を 形 成 す る 。 そ し て 、 前 記 切 断 用 凹
部 １ ３ を 切 断 す る こ と に よ り 、 図 ３ Ｂ に 示 す よ う な コ イ ル 端 子 １ ０ が 得 ら れ る 。 前 記 コ イ
ル 端 子 １ ０ の 先 端 に 形 成 さ れ た 円 柱 状 突 部 １ ６ は 、 端 子 孔 に 圧 入 す る 際 の 位 置 決 め を 容 易
に し 、 組 立 性 を 向 上 さ せ る と い う 利 点 が あ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 に 係 る 端 子 は 、 前 述 の も の に 限 ら ず 、 他 の コ イ ル 端 子 ま た は コ ネ ク タ の 端 子 ピ ン
等 に も 適 用 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
【 図 １ 】 図 １ Ａ ， 図 １ Ｂ は 本 発 明 に 係 る 第 １ 実 施 形 態 の 製 造 工 程 を 示 す 斜 視 図 お よ び コ イ
ル 端 子 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ Ａ ， 図 ２ Ｂ は 本 発 明 に 係 る 第 ２ 実 施 形 態 の 製 造 工 程 を 示 す 斜 視 図 お よ び コ イ
ル 端 子 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ Ａ ， 図 ３ Ｂ は 本 発 明 に 係 る 第 １ 実 施 形 態 の 製 造 工 程 を 示 す 斜 視 図 お よ び コ イ
ル 端 子 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ Ａ ， 図 ４ Ｂ は 本 発 明 に 係 る 第 １ 実 施 形 態 の 製 造 工 程 を 示 す 斜 視 図 お よ び コ イ
ル 端 子 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ５ Ａ お よ び 図 ５ Ｂ は 従 来 例 に 係 る 組 立 前 お よ び 組 立 後 を 示 す 斜 視 図 、 図 ５ Ｃ は
端 子 孔 と コ イ ル 端 子 と の 大 き さ を 示 す 平 面 図 、 図 ５ Ｄ は 従 来 例 に 係 る 製 造 工 程 を 示 す 斜 視
図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 １ ０ ： コ イ ル 端 子
　 １ １ ： 線 状 導 電 材
　 １ ２ ： 稜 線
　 １ ３ ： 切 断 用 凹 部
　 １ ４ ： テ ー パ 面
　 １ ５ ： 先 端 面
　 １ ６ ： 柱 状 突 部
　 ２ ０ ： 成 形 用 ダ イ ス
　 ２ １ ： 第 １ プ レ ス 面
　 ２ ２ ： 第 ２ プ レ ス 面
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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